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ホ
タ
ル
と
伝
統
芸
能

　
　
華
や
か
に
乱
舞
す
る

（
７
月
15
日
、
ヒ
メ
ボ
タ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
＝
関
連
記
事
６
〜
７
㌻
）
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九戸村職員採用試験

　平成31年度九戸村職員採用候補者を決める試験を次
の通り実施します。

■試験職種および採用予定人員
　①一般事務…………………若干名
　②保育士・幼稚園教諭……若干名
　③保健師……………………１名

■受験資格
　①一般事務…昭和58年４月２日から平成13年４月
　１日までの間に生まれた人。
　②保育士・幼稚園教諭…昭和58年４月２日以降に生
　まれた人で、保育士資格および幼稚園教諭２種免許の
　両方を有している人または採用までに取得する見込み
　の人。
　③保健師…昭和58年４月２日以降に生まれた人で、
　保健師の免許を有している人または採用までに取得
　する見込みの人。

九戸のために一緒に働きませんか

■受付期間
　○８月16日（木）まで
　 ※受付時間は午前８時30分から午後５時30分まで
です。（土・日・祝日を除く）
　※郵送の場合は、８月16日 (木 ) 午後５時30分
　 必着のものに限り受け付けます。

■受験手続き
　○申込用紙に必要事項を記入し、総務企画課に提出し
　てください。
　○申込用紙は、総務企画課で配付するほか、村ホーム
　ページからダウンロードできます。

■第１次試験
　○日時…９月16日（日）　午前10時開始
　○場所…二戸市立福岡中学校

■申し込み・問い合わせ
　総務企画課庶務財政班（☎42-2111内線168）

ヤマドリツツジ

アカマツ

村の花・鳥・木

本年度入庁した職員

九戸村役場庁舎

職員採用試験
受験案内はこちら
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８月17日（金）
　●みこし渡御・山車運行　午後４時～　伊保内（熊野神社⇒八幡宮）
　●花火大会　　　　　　　午後８時～　伊保内町裏

８月18日（土）
　●剣舞（伊保内小学校児童）　　　　   午後６時～　　　   伊保内（鹿島⇒村役場）
　●九戸音頭・ナニャドヤラ流し踊り　午後６時30分～　伊保内（鹿島⇒村役場）

８月19日（日）
　●みこし還御・山車運行・山車競演　午後４時～　伊保内（八幡宮⇒熊野神社）

九戸まつり
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九
戸
中
学
校

職
場
体
験
学
習

　

７
月
３
日
か
ら
５
日
ま
で

の
３
日
間
、
村
内
の
事
業
所

で
九
戸
中
学
校
の
２
年
生
53

人
が
、
職
場
体
験
を
し
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
は
、
村
内
に

あ
る
事
業
所
の
中
か
ら
、
自

分
が
興
味
の
あ
る
事
業
所
を

選
ん
で
仕
事
に
取
り
組
み
、
働

く
こ
と
の
楽
し
さ
や
厳
し
さ
を

身
を
持
っ
て
学
び
ま
し
た
。

　

本
村
で
は
、
平
成
21
年
度
か

ら
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
通

じ
て
将
来
、
社
会
人
と
し
て
必

要
な
能
力「
総
合
生
活
力
」と
、

主
体
的
に
人
生
計
画
を
立
て
、

決
定
で
き
る
能
力
「
人
生
設

計
力
」
を
育
む
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

職
場
体
験
が
行
わ
れ
た
様
子

を
紹
介
し
ま
す
。（
４
〜
５
㌻
）

　

役
場
の
事
務
を
志
望
し
た
の

は
、
櫻
庭
佳
之
君
。
農
林
建
設

課
で
は
、
上
水
道
の
施
設
点
検

や
戸
田
牧
野
の
衛
生
検
査
な
ど
、

教
育
委
員
会
で
は
、
図
書
整
理

な
ど
の
公
民
館
の
仕
事
を
体
験
。

３
日
間
で
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を

体
験
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
誌
の
取
材
・
記
事

作
成
・
編
集
も
体
験
し
ま
し
た
。

櫻
庭
君
が
編
集
し
た
記
事
を
紹

介
し
ま
す
。（
４
㌻
）

　

オ
ド
デ
館
で
は
袋

詰
め
や
袋
の
ラ
ベ

ル
貼
り
、
商
品
を
棚

に
並
べ
た
り
し
て

い
ま
し
た
。

　
「
マ
タ
タ
ビ
を
袋

に
詰
め
る
こ
と
が

楽
し
か
っ
た
。
素
早

く
商
品
を
袋
に
詰

め
る
こ
と
が
大
変

だ
っ
た
」「
袋
に
ラ

ベ
ル
を
貼
る
こ
と

が
楽
し
か
っ
た
」「
お

客
様
と
触
れ
合
う

こ
と
が
楽
し
か
っ

た
。
お
客
様
が
レ
ジ

に
並
ん
で
い
る
と

き
の
袋
詰
め
が
大

変
だ
っ
た
」（
日
和

蓮
志
君
・
橋
本
唯
生

君
・
亀
梨
唯
さ
ん
・

宮
川
大
君
）

道の駅おりつめ・オドデ館

　

折
爪
荘
の
老
人

ホ
ー
ム
で
は
、
ク
イ

ズ
や
体
操
な
ど
を
し

て
い
ま
し
た
。

　
「
利
用
者
の
人
と

話
を
す
る
こ
と
が
楽

し
か
っ
た
。
利
用
者

の
声
を
聞
き
取
る
こ

と
が
大
変
だ
っ
た
」

「
耳
が
聞
こ
え
な
い

人
に
ど
れ
く
ら
い
の

声
の
大
き
さ
で
話
せ

ば
い
い
の
か
が
大
変

だ
っ
た
」「
野
菜
を

洗
っ
た
り
お
や
つ
を

作
る
こ
と
が
楽
し

か
っ
た
。
食
器
洗
い

が
大
変
だ
っ
た
」（
櫻

庭
千
鶴
さ
ん
・
月
花

美
羽
さ
ん
・
千
田
悠

斗
君
・
山
下
櫻
子
さ

ん
・
和
田
遥
さ
ん
）

折爪荘/デイサービス/グループホーム

商品の袋詰めを体験しました マタタビを袋詰めしました

体操についての説明を聞いていました 利用者とクイズを楽しみました

真剣にカメラと向き合う櫻庭君
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News & Information

受
け
入
れ
先

事
業
所

▽
公
務
員
の
仕
事　

村
役
場
、

　
二
戸
消
防
署
九
戸
分
署

▽
も
の
を
売
る
仕
事
　
㈱
村
ふ

　
る
さ
と
振
興
公
社
オ
ド
デ
館
、

　

ス
ー
パ
ー
お
と
も
、
サ
ラ
ダ

　
館

▽
飲
食
に
関
す
る
仕
事　
な
か

　
つ
る

▽
も
の
づ
く
り
の
仕
事　
カ
ー

　

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
保
大
木
、
千
葉

　

建
築
、
九
戸
精
密
、
小
笠
原

　
菓
子
舗

▽
サ
ー
ビ
ス
業
の
仕
事　
岩
手

　
県
北
バ
ス

▽
農
林
漁
業
の
仕
事
　
戸
田
牧

　
野

▽
福
祉
の
仕
事
　
折
爪
荘
、
デ

　

イ
サ
ー
ビ
ス
折
爪
、
グ
ル
ー

　
プ
ホ
ー
ム
折
爪

▽
教
育
・
保
育
の
仕
事
　
ひ
め

　

ほ
た
る
こ
ど
も
園
、
戸
田
保

　

育
園
、
伊
保
内
保
育
園
、
江

　

刺
家
小
学
校
、
伊
保
内
小
学

　
校
、
戸
田
小
学
校

▽
宿
泊
関
係
の
仕
事　
ふ
る
さ

　
と
の
館　
　
　
　
（
順
不
同
）

体
験
学
習
の
受
け
入
れ
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

伊
保
内
保
育
園

　

伊
保
内
保
育
園
で
は
、
４
人

の
生
徒
が
、
園
児
と
の
接
し
方

や
見
守
り
方
を
学
び
ま
し
た
。

　
「
子
供
に
は
、
優
し
く
時
に
厳

し
く
叱
る
と
い
う
こ
と
が
大
切

だ
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
」

「
先
生
方
の
時
間
の
使
い
方
が
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
休
憩
の

時
間
を
削
っ
て
ま
で
物
づ
く
り

や
準
備
を
し
て
い
る
姿
を
見
て

大
変
さ
を
知
り
ま
し
た
」（
日
向

大
河
君
・
林
竜
太
郎
君
・
谷
地

海
希
凪
さ
ん
・
橋
本
悠
生
君
）

小
笠
原
菓
子
舗

　

２
人
の
生
徒
が
、
カ
ス
テ
ラ

に
使
う
卵
の
準
備
や
和
菓
子
の

製
造
な
ど
学
び
ま
し
た
。

　
「
声
を
大
き
く
は
っ
き
り
と
あ

い
さ
つ
す
る
こ
と
、
み
ん
な
に

伝
わ
る
よ
う
に
話
す
こ
と
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」「
手
作

業
で
し
か
体
験
す
る
こ
と
の
で

き
な
い
大
変
さ
や
楽
し
さ
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
番

印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
パ

ン
作
り
で
す
」（
高
見
舘
那
由
さ

ん
・
野
場
萌
生
さ
ん
）

二
戸
消
防
署
九
戸
分
署

　

４
人
の
生
徒
は
、
毎
日
の
車

両
点
検
や
、
放
水
訓
練
な
ど
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
「
消
防
士
は
火
を
消
す
だ
け
で

な
く
、
倒
れ
た
人
の
命
を
つ
な

ぐ
こ
と
も
仕
事
に
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
」

「
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
放

水
訓
練
で
す
。
力
の
い
る
作
業

を
こ
な
す
み
な
さ
ん
が
、
と
て

も
た
く
ま
し
く
見
え
ま
し
た
」

（
山
下
俊
也
君
・
佐
々
木
楽
樹
君
・

小
野
家
旭
君
・
屋
形
場
愛
司
君
）

戸
田
小
学
校

　

２
人
が
戸
田
小
を
希
望
し
、

国
語
や
社
会
の
授
業
を
児
童
に

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
一
番
印
象
に
残
っ
た
こ
と

は
、
小
学
生
は
と
て
も
元
気
で

明
る
い
存
在
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
元
気
に
明
る
く
振
る
舞
っ

て
く
れ
ま
し
た
」「
子
ど
も
の
限

り
な
い
体
力
と
仲
直
り
の
早
さ

が
心
に
残
り
ま
し
た
。
改
め
て

子
ど
も
の
す
ご
さ
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」（
澤
田
怜
さ

ん
・
下
村
漣
菜
さ
ん
）

園
児
と
戯
れ
る

九
戸
中
の
生
徒

ホ
ー
ス
か
ら
の
水
圧
に

負
け
ぬ
よ
う
放
水
訓
練

社
会
科
の
考
え
る
学
習
で

児
童
に
ア
ド
バ
イ
ス

カ
ス
テ
ラ
に
使
用
す
る

卵
の
準
備
を
し
ま
し
た

　

折
爪
荘
の
老
人

ホ
ー
ム
で
は
、
ク
イ

ズ
や
体
操
な
ど
を
し

て
い
ま
し
た
。

　
「
利
用
者
の
人
と

話
を
す
る
こ
と
が
楽

し
か
っ
た
。
利
用
者

の
声
を
聞
き
取
る
こ

と
が
大
変
だ
っ
た
」

「
耳
が
聞
こ
え
な
い

人
に
ど
れ
く
ら
い
の

声
の
大
き
さ
で
話
せ

ば
い
い
の
か
が
大
変

だ
っ
た
」「
野
菜
を

洗
っ
た
り
お
や
つ
を

作
る
こ
と
が
楽
し

か
っ
た
。
食
器
洗
い

が
大
変
だ
っ
た
」（
櫻

庭
千
鶴
さ
ん
・
月
花

美
羽
さ
ん
・
千
田
悠

斗
君
・
山
下
櫻
子
さ

ん
・
和
田
遥
さ
ん
）



6

m u r a  n o  w a d a i

むらのわだい

折爪岳に生息する虫について
解説する伊達先生（左から５番目）

生活改善グループは漬物や
かますもちなどを販売しました

ヒメボタルフェスティバル
折爪岳の魅力を再認識
　７月15日の折爪岳山の家で、ヒメボタルフェスティバ
ルが開催され、来場者は折爪岳の魅力を再認識しました。
　伊達生物調査事務所の伊達功先生を講師として、ヒメボ
タルについての講演会とフィールドワークが行われまし
た。フィールドワークでは、遊歩道に仕掛けた罠を回収し、
中にいる虫を観察しました。シデムシやオサムシなど多く
の虫を観察することができました。残念ながらヒメボタル
を観察することはできませんでしたが、参加者は折爪岳に
生息するほかの虫にも興味を向けていました。
　山の家の大広間では、郷土芸能発表会が行われました。
当村からは、江刺家神楽保存会の普

ぶしょうこうじん

勝荒神や伊保内高校郷
土芸能委員会の注

しめきりまい

連切舞などが披露されました。来場者は
華麗な踊りに大きな拍手を送っていました。

折爪岳とヒメボタルの関係性について講演する平塚教授

折爪岳とヒメボタルの魅力を語る夏井さん（写真右）

ヒメボタル天然記念物指定シンポジウム
折爪岳の自然を守ろう
　７月７日、二戸市民文化会館で県指定天然記念物指定記念
シンポジウムが開催されました。このシンポジウムは、折爪
岳のヒメボタルが今年４月に県の天然記念物に指定されたこ
とを受け、多くの住民から親しまれてきた折爪岳の魅力を再
確認し、ヒメボタルの価値と保護の大切さを周知するために
開催されました。
　岩手県立大学の平塚明教授を講師に招き、「ヒメボタルを育
んだ折爪岳の森」と題した講演が行われました。ヒメボタル
とは何か、折爪岳にヒメボタルが多い理由、本当に100万匹
生息しているのかなど、折爪岳とヒメボタルの密接な関係性
について語られました。
　「３市町村の視点から語る折爪岳の魅力」のテーマでパネル
ディスカッションが行われました。当村からは夏井嘉一郎さ
ん（伊保内上）がパネリストとして参加しました。４人のパ
ネリストが折爪岳の魅力やヒメボタルと折爪岳の今後の在り
方など熱弁しました。夏井さんは動植物の減少を危惧し、「昔
と比べ昆虫や鳥の数が減っている。私たちの財産である折爪
岳を、昔のような動植物の豊富な山になるように、皆で協力
して育てていきませんか」と来場者に呼びかけました。

天然のイルミネーション
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華麗なつるぎ舞を披露した
伊保内高校郷土芸能委員会

カップへのライン取りを考える参加者

くのへパークゴルフ大会
愛好家が自慢の腕を奮う
　くのへパークゴルフ場では、７月４
日に九戸精密杯パークゴルフ大会、７
月16日に中村一郎商店杯パークゴル
フ大会が開催されました。村内外から
多くの愛好家が集結し、自慢の腕を奮
いました。
　参加者はグループでコースを回り、
パークゴルフを楽しんでいました。一
打でカップの近くにボールが落ちると、
プレーヤーとグループの仲間は喜んで
いました。プレーヤーは、ボールのラ
イン取りを考えながらボールを打って
いました。

人ＫＥＮあゆみちゃんと握手をする園児

戸田保育園で人権紙芝居
紙芝居から学ぶ人権
　６月28日、戸田保育園では人権紙芝居の朗読会が行われま
した。今回のタイトルは「ぐらぐらもりのおばけ」。園児31
人が紙芝居を通して人権について学びました。
　人権について考えてもらおうと、上村陛巳さん、石川ツエ
さん、細川育子さん、小野寺さゆりさんの4人で配役をし、
園児たちに紙芝居を朗読しました。
　紙芝居に出てくる人ＫＥＮまもるくんとあゆみちゃんが、
園児の呼びかけで、実際に登場すると園児はにこやかな笑顔
で握手をしたりハイタッチをしたりと大喜びしていました。

受賞者（写真右から觸澤正身さん、小野寺ヱネさん、桂川祥子さん、
安藤サチ子さん、山下初雄さん、下川原勉さん）と森岩九戸駐在所長

警察協力者感謝状贈呈式
２団体４個人が受賞
　７月２日に二戸警察署において、平成30年度警察協力者感
謝状贈呈式が行われました。村内からは２団体４個人が感謝
状を受け取りました。表彰者は以下のとおりです。（敬称略）
■県警察本部長感謝状
▷交通安全活動　桂川祥子
■二戸警察署長感謝状
▷交通安全活動　村交通安全母の会連合会（会長　安藤サチ
　子）、小野寺ヱネ
▷防犯活動　戸田上行政区（代表　觸澤正身）、下川原勉、　
　山下初雄

　　　　　　　　　　　闇夜に浮かぶ
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村
消
防
団
第
15
分
団
の
小
型

動
力
ポ
ン
プ
の
配
置
式
が
６
月

29
日
、
村
保
健
セ
ン
タ
ー
前
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
第
15
分
団
の

団
員
な
ど
６
人
が
参
加
し
、
五

枚
橋
久
夫
村
長
か
ら
川
畑
勝
美

団
長
へ
配
置
証
が
贈
ら
れ
、
上

柿
満
分
団
長
へ
配
置
証
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
27
日
の
村
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
で
は
、
安
全
祈
願
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
五
枚
橋
久

夫
九
戸
村
長
や
櫻
庭
豊
太
郎
村

体
育
協
会
会
長
な
ど
15
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

安
全
祈
願
祭
で
は
、
祝の
り
と詞
奏そ
う

上じ
ょ
うや
清き
よ
は
ら
い祓、
玉た
ま
ぐ
し
ほ
う
て
ん

串
奉
奠
な
ど
執

り
行
い
、
今
年
も
無
事
故
で
運

営
で
き
る
よ
う
に
安
全
を
祈
願

し
ま
し
た
。

　

海
洋
セ
ン
タ
ー
は
７
月
７
日

か
ら
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

　

海
洋
セ
ン
タ
ー
の
安
全
を
祈
願

川畑団長（右）から配置証を受け取る上柿分団長

安
全
を
願
い
清
祓
が

行
わ
れ
ま
し
た

　

新
た
な
小
型
動
力
ポ
ン
プ
が

配
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
今

後
の
迅
速
な
消
火
活
動
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

森
林
の
伐
採
・
開
発

手
続
き
が
必
要
で
す

　

森
林
は
、
水
を
育
ん
だ
り
土

砂
災
害
を
防
い
だ
り
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
公
益
的
機
能
を
持
っ
て

お
り
、
無
秩
序
な
伐
採
が
相
次

ぐ
と
そ
の
機
能
が
失
わ
れ
る
お

　

森
林

法
に
よ

り
、
森

林
の
土

地
の
所

有
者
と

な
っ
た

場
合
、

土
地
が

所
在
す

る
市
町

村
へ
の

届
出
が

森林取得所有者
新たに届出を

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　

個
人･

法
人
を
問
わ
ず
、
売

買
や
相
続
な
ど
で
新
た
に
山
林

を
取
得
し
た
人
は
、
面
積
に
関

わ
ら
ず
届
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

■
届
出
期
間

　

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日

か
ら
90
日
以
内
に
、
取
得
し
た

山
林
の
あ
る
市
町
村
長
に
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
届
出
事
項

　

届
出
書
に
は
、
届
出
者
と
前

所
有
者
の
住
所
、
氏
名
、
所
有

者
と
な
っ
た
年
月
日
、
所
有
権

移
転
の
原
因
、
土
地
の
所
在
場

所
、
面
積
、
土
地
の
用
途
な
ど

を
記
載
し
ま
す
。

　

添
付
書
類
と
し
て
、
登
記
事

項
証
明
書
ま
た
は
土
地
売
買
契

約
書
な
ど
権
利
を
取
得
し
た
こ

と
が
わ
か
る
書
類
の
写
し
、
土

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

森
林
を
伐
採
す
る
際
は
、
自

分
の
所
有
す
る
森
林
で
も
事
前

に
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
伐
採
す
る
90
～
30
日
前
ま

で
に
役
場
農
林
建
設
課
へ
届
け

出
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
保
安
林
の
指
定
を
受

け
て
い
る
と
伐
採
は
事
前
に

許
可
を
と
る
必
要
が
あ
り
、

無
許
可
伐
採
は
県
の
監
督
処

分
を
受
け
ま
す
の
で
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

　
森
林
の
開
発
に
つ
い
て
も
、

申
請
が
必
要
で
す
。
計
画
が

あ
り
ま
し
た
ら
連
絡
、
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

迅
速
な
消
火
活
動
に
期
待

地
の
位
置
を
示
す
図
面
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

農
林
建
設
課
生
産
振
興

班　
（
☎
42-

２
１
１
１
内
線

２
５
１
）
ま
た
は
二
戸
農
林

振
興
セ
ン
タ
ー
林
務
室
（
☎

23-

９
２
０
４
）
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老ろ
う
お
う鶯

の
声
の
し
き
り
な
る
藩
境
塚

田
村　

畦
畔

青
嵐
木
の
枝
踊
り
草
な
び
く

姪
嫁
ぐ
夏
帯
締
め
た
妻
と
立
つ

孫
と
食
う
こ
れ
が
木
苺
黄
金
色

梅
雨
前
線
暴
れ
て
無
惨
西
日
本

草
取
る
や
蚯み

み

ず蚓
踊
り
て
逃
げ
惑
う

梅
雨
寒
や
今
日
は
終ひ

ね
も
す日

小
屋
整
理

高
島
ふ
み
女

木
苺
や
父
は
杣そ

ま
び
と人

遠
き
日
日

七
夕
や
人
生
訓
の
由
来
あ
り

活
断
層
ひ
し
め
く
列
島
土
用
入
り

姉
恋
し
深
夜
の
森
か
ら
時

ほ
と
と
ぎ
す鳥

厄
介
な
問
題
ば
か
り
夕
端
居

悦
び
を
分
か
つ
友
あ
り
青
葡ぶ

ど

う萄

舘
村　

青
村

菅
野　

岑
子

吊
し
雛
飾
り
客
呼
ぶ
呉
服
店

旅
芸
の
舞
台
か
か
り
し
花
の
宮

花
筏

い
か
だ

く
る
く
る
く
る
と
渦
ま
け
る

東こ

ち風
凪な

ぎ

ぎ
て
四
方
の
山
並
み
鎮
も
れ
り

と
め
ど
な
く
散
る
花
の
中
葬
へ
り

冬
部　

雪
女

夏
帯
を
粋
に
締
め
た
る
外
人
さ
ん

睡
蓮
や
森
青
蛙
棲
む
沼
辺

不
器
用
に
生
き
し
過
去
な
り
破
れ
傘

睡
蓮
の
後
光
が
照
ら
す
沼ぬ

ま

も面
か
な

登
山
道
岩
場
征
服
頂ち

ょ
うに

立
つ

鬱う
っ
そ
う蒼

と
鎮
守
の
杜
や
青
嵐

木
苺
や
幼
馴
染
は
皆
老
い
し

青
葉
濃
き
銀
杏
老
樹
や
古
刹
の
門

人
里
を
逃
れ
て
蛍
岳
に
棲
む

寂せ
き
ば
く寞

た
る
折
爪
荘
や
梅
雨
寒
し

蛍
火
や
魂こ

ん
ぱ
く魄

惑
う
闇
の
奥

夕
凉
み
眼
下
に
で
ん
と
村
役
場

【
六
月
席
題
詠
よ
り
】

花
桐
や
貰
い
風
呂
せ
し
遠
き
日
日　
　

（
ふ
み
女
）

思
い
っ
切
り
時
代
を
生
き
て
牡
丹
散
る

カ
タ
カ
ナ
語
増
え
し
時
代
や
梅
雨
曇
り
（
畦　

畔
）

卯
の
花
や
今
も
残
り
し
畑
境

時
代
劇
好
み
し
歳

よ
わ
い

夕
端
居　
　
　
　
　

（
雪　

女
）

花
桐
や
亡は

は母
の
好
み
し
古
代
色

遠と
お
か
っ
こ
う

郭
公
日
頃
時
代
に
遅
れ
が
ち　
　
　

（
青　

村
）

夕
端
居
老
い
て
不ふ

ま

い昧
の
句
に
遊
ぶ

む
ら
の
文
芸

第
３
６
３
回　

く
の
へ
俳
句
会

元気スマイル ㊶

友達の輪 ㊵

岩
崎 

シ
ミ
さ
ん

昭
和
18
年
２
月
25
日
生
・
75
歳
（
山
根
）　

子
ど
も
を
３
人
育
て
上
げ
、
現
在
は

夫
の
忠
藏
さ
ん
と
２
人
で
暮
ら
し
て
い

ま
す
。

◆
趣
味
は
？　
花
や
野
菜
を
植
え
て
い

て
、
そ
れ
を
見
る
の
が
楽
し
み
。

◆
一
番
の
思
い
出
は
？　
次
男
の
結
婚

式
で
ハ
ワ
イ
に
行
っ
た
こ
と
。
キ
ラ
ウ

エ
ア
火
山
を
見
に
行
き
ま
し
た
。

◆
幸
せ
な
こ
と
は
？　
い
ろ
い
ろ
な
会

に
入
っ
て
、
友
達
が
た
く
さ
ん
で
き
た

こ
と
。

◆
元
気
の
秘
け
つ
は
？　
た
く
さ
ん
の

友
達
か
ら
パ
ワ
ー
を
も
ら
う
こ
と
。

　

高
校
を
卒
業
後
、
阿
部
繁
孝
商
店
で
働
い

て
い
ま
す
。
三
兄
弟
の
三
男
で
、
現
在
は
家

族
６
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

◆
趣
味
は
？　
ド
ラ
イ
ブ
と
釣
り
で
す
。
最

近
で
は
愛
車
で
ヒ
メ
ボ
タ
ル
の
観
賞
に
出
掛

け
ま
し
た
。

◆
一
番
の
思
い
出
は
？　
高
校
生
の
時
、
野

球
部
で
仲
間
と
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
た
こ

と
で
す
。

◆
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
？　
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
試
合
に
出
て
み
た
い
で
す
。

◆
将
来
の
夢
は
？　
お
金
を
貯
め
て
、
大
き

な
家
を
建
て
る
こ
と
で
す
。

友達の輪をつなげていこうと、自分の友人を紹介し
ていくコーナーです。

柾ま

さ

き

り

ざ

わ

切
澤 

和か

ず

や弥
さ
ん

18
歳
・
二
ツ
家
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７
月
３
日
、
村
山
村
開
発
セ

ン
タ
ー
で
７
月
の
生
涯
学
習
ア

カ
デ
ミ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
内
容
は
、「
Ｄ
Ｉ
Ｙ
に
挑

戦
し
よ
う
」
で
す
。
１
０
０
円

均
一
の
Ｄ
Ｉ
Ｙ
で
小
物
入
れ
を

作
り
ま
し
た
。

　

９
人
の
参
加
者
は
、
講
師
の

山
地
友
子
先
生
か
ら
組
み
立
て

方
や
色
の
塗
り
方
な
ど
を
教
わ

り
な
が
ら
、
小
物
入
れ
を
作
り

ま
し
た
。
参
加
者
同
士
で
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
試

Ｄ
Ⅰ
Ｙ
で
小
物
入
れ
作
り

塗
り
方
を
話
し
合
う

山
地
先
生
（
中
央
）
と
受
講
者

行
錯
誤
し
て
い
ま
し
た
。
山
地

先
生
か
ら
ム
ラ
の
な
い
色
の
塗

り
方
の
コ
ツ
を
聞
き
、
ム
ラ
な

く
丁
寧
に
色
を
塗
り
ま
し
た
。

シ
ッ
ク
な
茶
色
の
も
の
か
ら
爽

や
か
な
水
色
の
も
の
ま
で
、
一

人
一
人
個
性
を
出
し
た
小
物
入

れ
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
思

い
思
い
の
小
物
入
れ
が
で
き
、

参
加
者
は
満
足
し
た
様
子
で
完

成
品
を
眺
め
て
い
ま
し
た
。

　

次
回
は
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
に
挑

戦
し
ま
す
。

　

７
月
14
日
の
九
曜
塾
は
、
折

爪
岳
で
ヒ
メ
ボ
タ
ル
の
観
賞
会

を
実
施
し
ま
し
た
。
児
童
や
そ

の
保
護
者
な
ど
40
人
が
参
加
。

折
爪
岳
の
自
然
や
ヒ
メ
ボ
タ
ル

の
生
態
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

　

今
回
の
九
曜
塾
の
講
師
は
、

上
柿
初
雄
さ
ん
（
山
屋
）
で
す
。

折
爪
岳
の
展
望
台
で
は
、
ヒ
メ

ボ
タ
ル
を
観
察
す
る
う
え
で
注

意
す
る
点
に
つ
い
て
話
が
あ
り

ま
し
た
。

　

展
望
台
か
ら
移
動
し
た
参
加

者
は
、
３
番
入
口
か
ら
遊
歩
道

に
入
り
、
観
賞
を
始
め
ま
し
た
。

ヒ
メ
ボ
タ
ル
は
、
暗
く
な
る
に

つ
れ
、
徐
々
に
明
る
さ
を
増
し

て
い
き
強
い
光
を
放
ち
ま
し
た
。

児
童
や
保
護
者
は
折
爪
岳
と
ヒ

メ
ボ
タ
ル
の
魅
力
を
目
と
耳
で

感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

無
数
の
ホ
タ
ル
が
一
斉
に
光

る
幻
想
的
な
光
景
を
目
の
当
た

り
に
し
、
参
加
者
は
感
嘆
の
声

を
も
ら
し
て
い
ま
し
た
。

九
曜
塾
・
ヒ
メ
ボ
タ
ル
観
賞
会

無
数
の
ヒ
メ
ボ
タ
ル
が

幻
想
的
な
光
景
を
つ
く
る

力強くバットを振る選手

作戦を練りながら優勝を目指しました

　

第
53
回
村
民
体
育
大
会
が
、

７
月
15
日
の
開
会
式
を
皮
切
り

に
始
ま
り
ま
し
た
。
７
月
15
日

か
ら
11
月
18
日
に
か
け
て
、
６

種
目
が
行
わ
れ
ま
す
。
15
日
は

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
と
野
球
が
行
わ

れ
、
６
地
区
の
名
誉
を
か
け
た

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
行
わ
れ
た
、
２
種
目
の

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

■
野
球

①
江
刺
家

②
伊
保
内
１
区

③
戸
田
２
区
・
伊
保
内
２
区

６
地
区
の
名
誉
を
か
け
た
戦
い

■
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

①
長
興
寺

②
伊
保
内
１
区

③
伊
保
内
２
区

≪

今
後
の
実
施
競
技≫

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
開
催
日
…
７
月
29
日

　
会
場
…
伊
保
内
小
体
育
館

■
卓
球

　
開
催
日
…
７
月
29
日

　
会
場
…
村
体
育
セ
ン
タ
ー

■
駅
伝

　
開
催
日
…
９
月
23
日

　
会
場
…
国
道
３
４
０
号
線

■
綱
引
き

　
開
催
日
…
11
月
中
旬
予
定

　
会
場
…
村
体
育
セ
ン
タ
ー
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○開館時間／平日９時～19時・土日祝９時～17時
○休　館　日／年末年始

❖ 今月のおすすめ図書

　「生まれ変わり」って
知ってる？
　僕は、小川ユースケ。引
っ越した町の伝説の神童だ
ったという「大川ユース
ケ」という子にそっくりな
んだって。僕が誰に似てい
ようと関係ないのに…。

ふたりユースケ
三田村　信行　作／理論社

のら犬ボン
たじまゆきひこ　作／くもん出版

世界を救うパンの缶詰
菅　聖子　文／ほるぷ出版

　とうさんは、嘘をついてい
た。ボンを島に捨ててきたの
だ。橋の向こうの島に捨てら
れたボンは、２匹の野良犬と、
たくさんの人に出会う…。
　犬と人とのつながりを考
え、人が動物を飼うことの責
任を問いかける絵本。

　

前
期
中
間
考
査
が
終
わ
り
、

ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
や
野
球
応
援
な

ど
、
行
事
が
目
白
押
し
で
し
た
。

　

ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
で
は
、
初
日

は
一
年
生
が
総
合
ト
ッ
プ
と
な

り
、
二
日
目
は
三
年
生
が
実
力

を
見
せ
つ
け
、
総
合
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。
気
持
ち
の
良
い
疲

労
感
と
達
成
感
に
満
た
さ
れ
た

二
日
間
で
し
た
。

　

次
は
野
球
に
つ
い
て
。
一
関

高
専
戦
で
は
し
ば
ら
く
ヒ
ッ
ト

が
出
ず
、
応
援
席
で
は
嫌
な
空

気
も
感
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、

チ
ャ
ン
ス
で
三
年
生
の
橘
君
が

セ
ン
タ
ー
前
へ
の
打
球
を
放
ち
、

二
点
を
先
制
。
一
点
差
に
追
い

上
げ
ら
れ
る
と
、
三
年
生
の
桂

教
諭　

菅
原　

靖　

球
場
に
響
く
伊
高
校
歌

　３年たってもふわふわ
のパン！阪神大震災の被
災者の声をきっかけに、
秋元さんは、パン屋の片
隅で１００回以上実験を
繰り返し諦めない心が、
「奇跡の缶詰」を生み出し
ました。第51回岩手県読
書感想文課題図書より。

うみがめぐり
かわさきしゅんいち　作／仮説社

川
君
の
ス
ク
イ
ズ
で
一
点
を
加

点
、
橋
山
君
・
中
村
君
バ
ッ
テ

リ
ー
が
要
所
を
締
め
て
今
年
も

初
戦
を
突
破
し
ま
し
た
。
花
巻

東
戦
で
は
敗
れ
は
し
ま
し
た
が
、

初
回
に
二
点
を
先
制
し
、
応
援

も
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

６
月
の
中
総
体
の

二
戸
地
区
代
表
が
、

県
大
会
に
出
場
し
ま

し
た
。
選
手
た
ち
は

県
大
会
の
高
い
レ
ベ

ル
に
挑
戦
し
全
力
を

尽
く
し
ま
し
た
。

■
柔
道

△

女
子
個
人
戦

　
月
花
美
羽　
　
第
３
位

△

男
子
個
人
戦

　
野
辺
地
心　
　
ベ
ス
ト
16

　
澤
口
悠
聖　
１
回
戦
敗
退

　
山
本
司　
　
ベ
ス
ト
８

■
テ
ニ
ス

△

個
人
戦　

坂
野
上
彩
夢
・
田

　
澤
愛
里
菜　
１
回
戦
敗
退

■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
・

　
バ
レ
ー
男
子
・
卓
球
女
子
団

　
体
　
１
回
戦
敗
退

■
卓
球
女
子　

　
△

個
人
戦

　

皆
川
友
佳
、
觸
澤
彩
莉　

１

　
回
戦
敗
退

■
卓
球
男
子

　
△

団
体
戦　
ベ
ス
ト
８

挑戦し全力尽くす

バレー男子（九戸中学校対一本木中学校）

■
卓
球
男
子

　

△

個
人
戦　

川
原
歩
士　

ベ

　
ス
ト
16（

副
校
長　
山
崎
弘
貴
）

初
戦
に
勝
利
、
元
気
よ
く
校
歌
斉
唱

た。ボンを島に捨ててきたの
だ。橋の向こうの島に捨てら
れたボンは、２匹の野良犬と、
たくさんの人に出会う…。
　犬と人とのつながりを考
え、人が動物を飼うことの責
任を問いかける絵本。

　この瞬間の、世界の
どこかの海の今。
　陸から見える水面の
うねりは、海のほんの
はしっこでその下で、
いのちのめぐりがダン
スする。海ってね生き
ているんだって。子ど
もと一緒に考える絵本。



み
ん
な
の
健
康

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
３

国
保
だ
よ
り

12

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
２

　

暑
い
日
が
続
く
と
何
を
作
れ
ば
よ
い

か
困
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

う
め
ん
や
パ
ン
の
み
で
ご
は
ん
を
済
ま

せ
て
し
ま
う
と
、
力
が
出
な
く
な
り
夏

バ
テ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
肉
や
魚
、
豆

腐
な
ど
の
た
ん
ぱ
く
質
と
野
菜
も
食
べ
、

夏
を
元
気
に
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

◆
お
す
す
め
食
材
①
　「
酢
」

○
す
し
酢
で
簡
単
に
酢
飯
を
作
り
、
焼

き
魚
（
ま
た
は
ツ
ナ
缶
）、
塩
も
み
し
た

き
ゅ
う
り
を
ま
ぜ
て
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
を

乗
せ
る
と
、
さ
っ
ぱ
り
し
た
ち
ら
し
寿

司
に
な
り
ま
す
。

○
き
ゅ
う
り
と
わ
か
め
の
酢
の
物
に
レ

ン
ジ
で
酒
蒸
し
に
し
た
鶏
の
さ
さ
み
を

入
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。千
切
り
し
た
し
ょ

う
が
を
添
え
る
の
も
お
い
し
い
で
す
。

◆
お
す
す
め
食
材
②
　「
魚
の
缶
詰
」

○
ツ
ナ
缶
と
卵
で
ゴ
ー
ヤ
チ
ャ
ン
プ

ル
ー
。

○
オ
ー
ブ
ン
で
焼
い
た
厚
揚
げ
に
、
サ

バ
缶
や
大
根
お
ろ
し
、
青
じ
そ
の
千
切

り
を
の
せ
、
ポ
ン
酢
を
か
け
ま
す
。
魚

の
缶
詰
は
塩
分
が
多
い
の
で
、
野
菜
も

一
緒
に
添
え
ま
し
ょ
う
。
野
菜
の
カ
リ

ウ
ム
が
余
分
な
塩
分
を
体
の
外
に
出
し

て
く
れ
ま
す
。

■
お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー
①
　「
ど
ん
ぶ
り
」

○
豚
キ
ム
チ
ど
ん
ぶ
り

○
し
ょ
う
が
焼
き
ど
ん
ぶ
り
（
鶏
の
む

ね
肉
も
疲
労
回
復
に
効
果
あ
り
で
す
。）

　

ど
ち
ら
も
千
切
り
キ
ャ
ベ
ツ
を
ご
飯

の
上
に
乗
せ
、
肉
を
焼
い
た
フ
ラ
イ
パ

ン
で
さ
っ
と
味
付
け
を
し
た
ほ
う
れ
ん

草
な
ど
を
添
え
る
と
き
れ
い
で
す
。
か

ぼ
ち
ゃ
や
ニ
ン
ジ
ン
を
レ
ン
ジ
で
加
熱

し
、
さ
っ
と
フ
ラ
イ
パ
ン
で
焼
き
目
を

つ
け
て
添
え
る
の
も
お
す
す
め
で
す
。

ワ
ン
プ
レ
ー
ト
（
大
き
な
皿
）
に
、
ご

飯
や
肉
、
魚
、
野
菜
の
お
か
ず
、
ま
た
、

目
玉
焼
き
や
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
エ
ッ
グ
を

添
え
る
の
も
栄
養
価
が
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

■
お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー
②
　「
み
ん
な
で

作
る
」

○
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
を
使
う

夏
の
献
立　
お
す
す
め
食
材
と
簡
単
レ
シ
ピ

８
月
か
ら
国
保
高
額
療
養
費
の
限
度
額
が
変
更

　

人
数
が
多
い
と
き

は
焼
き
そ
ば
や
焼
き

う
ど
ん
、
お
好
み
焼

き
な
ど
肉
や
野
菜
を

た
っ
ぷ
り
入
れ
て
、

に
ぎ
や
か
に
食
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
夏

休
み
の
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
作
る
の
も

お
す
す
め
で
す
。　

　
　
　
（
栄
養
士　
高
見
舘　
ハ
ス
ミ 

）

払
っ
た
分
を
払
い
戻

す
制
度
で
す
。
上
限

額
は
、
世
帯
の
所
得

に
応
じ
て
決
ま
り
ま

す
。

　

８
月
か
ら
70
歳
以
上

の
高
額
療
養
費
の
上
限

額
が
変
わ
り
ま
す
。

◆
高
額
療
養
費
と
は

　

１
カ
月
に
支
払
っ
た

医
療
費
が
高
額
に
な

り
、
決
め
ら
れ
た
上
限

額
を
超
え
た
場
合
に
、

上
限
額
を
超
え
て
支

区　　分
外　　来 

（個人単位）
外来＋入院 

（世帯単位）
現役並み

所得者
57,600 円

80,100 円＋（医療費
－ 267,000 円）×１％

一般 14,000 円 57,600 円

低所得者Ⅱ
8,000 円

24,600 円

低所得者Ⅰ 15,000 円

区　　分
外　　来 

（個人単位）
外来＋入院 

（世帯単位）
現役並み
所得者Ⅲ

252,600 円＋
（医療費－ 842,000 円）×１％

現役並み
所得者Ⅱ

167,400 円＋
（医療費－ 558,000 円）×１％

現役並み
所得者Ⅰ

80,100 円＋
（医療費－ 267,000 円）×１％

一般 18,000 円 57,600 円

低所得者Ⅱ
8,000 円

24,600 円

低所得者Ⅰ 15,000 円

【平成 30 年８月から】【従来】

▽
低
所
得
者
Ⅰ
…
①
国
保
未
加
入
の

世
帯
主
を
含
む
、
世
帯
の
国
保
被
保

険
者
全
員
が
住
民
税
非
課
税
。
②
そ

の
世
帯
の
各
所
得
が
必
要
経
費
・
控

除
を
差
し
引
い
た
と
き
に
０
円
と

な
る
。

▽
低
所
得
者
Ⅱ
…
低
所
得
者
Ⅰ
の
①

に
該
当
す
る
人
。

◆
問
い
合
わ
せ

住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
（
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
２
）



駐
在
所
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

問
二
戸
警
察
署
九
戸
駐
在
所
☎
42-

２
２
１
０

国
民
年
金

問
二
戸
年
金
事
務
所
☎
23-

４
１
１
１

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
１

消
防
署
だ
よ
り

問
二
戸
消
防
署
九
戸
分
署
☎
42-

３
１
１
９
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夏
の
風
物
詩
「
花
火
」。
気
軽
に
楽
し

め
る
花
火
も
、
取
り
扱
い
を
誤
る
と
火
災

や
火
傷
な
ど
の
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
十
分
注
意

し
、夏
の
楽
し
い
思
い
出
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
花
火
を
安
全
に
楽
し
む
ポ
イ
ン
ト

①
風
の
強
い
日
は
花
火
を
し
な
い
。

②
人
や
建
物
に
向
け
た
り
、
燃
え
や
す
い

　
物
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
遊
ば
な
い
。

③
子
ど
も
だ
け
で
花
火
を
し
な
い
。

④
説
明
書
を
よ
く
読

む
。

⑤
水
の
入
っ
た
バ
ケ

ツ
を
用
意
す
る
。

村内の火災・救急（６月分）
区 分 件　数 １月から累計 前年比
火 災 0 件 3 件 ＋３件
救 急 22 件 140 件 －２件

花
火
は
楽
し
く
安
全
に
遊
び
ま
し
ょ
う

◆
運
動
期
間

８
月
１
日
（
水
）
～
10
日
（
金
）
ま
で

の
10
日
間

◆
運
動
の
重
点

①
暑
さ
に
よ
る
過
労
運
転
の
防
止

②
夏
休
み
中
の
子
ど
も
の
交
通
事
故
防

　
止

③
す
べ
て
の
座
席
で
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

　

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着

　
用
の
徹
底

④
飲
酒
運
転
の
根
絶

◆
暑
さ
に
よ
る
過
労
運
転
に
注
意

　

疲
れ
や
眠
気
を
感
じ
る
前
に
小
ま
め

に
休
憩
を
取
り
、
車
外
に
出
て
体
を
動

か
す
な
ど
し
て
、心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

◆
子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま

し
ょ
う

　

住
宅
や
公
園
の
近
く
な
ど
、
子
ど
も

の
飛
び
出
し
が
予
測
さ
れ
る
場
所
を
走

行
す
る
と
き
に
は
、
速
度
を
控
え
、
慎

重
に
運
転
し
ま
し
ょ
う
。
保
護
者
は
子

ど
も
と
外
出
時
の
交
通
ル
ー
ル
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

夏
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動

村内の交通事故（６月分）

区 分 件　数 １月からの
累　 計 前年比

人身事故 0 件 3 件 － 1 件
物損事故 7 件 42 件 +18 件
負 傷 者 0 人 4 人 － 1 人
死 亡 者 0 人 1 人 ＋ 1 人
飲酒運転
検 挙 者 0 人 0 人 － 1 人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数…… 50日
（6月30日現在）

◆
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
が
命
を
守
る

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
を
正
し
く
着
用
し
て
い
な
い
と
、
交

通
事
故
に
遭
っ
た
と
き
に
車
内
に
体
を

打
ち
付
け
た
り
、
車
外
に
投
げ
出
さ
れ

た
り
す
る
な
ど
、
重
大
事
故
や
死
亡
事

故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

◆
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

飲
酒
運
転
は
、
罰
金
や
運
転
免
許
の

取
り
消
し
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
本
人

や
家
族
の
生
活
を
崩
壊
さ
せ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

飲
酒
運
転
は
悪
質
・
危
険
な
犯
罪
で

す
。
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
車
の
運
転
は
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

い
た
だ
く
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

追
納
が
で
き
る
の
は
、
追
納
が
承
認

さ
れ
た
月
の
前
10
年
以
内
の
免
除
期
間

に
限
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
免
除
か
ら
の

経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ

さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　　
詳
し
い
内
容
や
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

二
戸
年
金
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

将
来
受
給
す
る
年
金
額
を
計
算
す
る

と
き
、
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
期
間

が
あ
る
場
合
は
、
全
額
納
付
と
比
べ
て

年
金
額
が
低
額
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
免
除
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料

を
後
か
ら
納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と
で
、

将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
を
追
納
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
所
得
税
や
住
民
税
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
追
納
を
行
っ
て

免
除
さ
れ
た
保
険
料
の
追
納
が
で
き
ま
す
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  募集します
自衛官学生

　平成31年春採用予定の自衛官の
各種学生を募集します。
≪航空学生（海）≫
　高卒（見込みを含
む）23歳未満
≪航空学生（空）≫
　高卒（見込みを含
む）21歳未満
≪一般曹候補生≫
　18歳以上27歳未満
≪自衛官候補生≫
　男女随時受け付けします
●受付期間
　９月７日（金）まで
■申し込み・問い合わせ　自衛隊
岩手地方協力本部二戸地域事務所
（☎23-2529）

※指定日に、指定の袋で出しましょう。   　　問住民生活課保健衛生班☎ 42-2111 内線 123

収 集 区 域
瀬月内／宇堂口／泥
の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下
山根／荒谷／二ツ家

鹿島／伊保内上・下
川向／南田

小倉／長興寺上・下
大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木
江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

燃えるごみ 毎週水曜日 毎週木曜日 毎週金曜日
ビン・金物 ８月６日㊊ ８月７日㊋ ８月13日㊊
空 き 缶 ８月20日㊊ ８月21日㊋ ８月27日㊊
粗 大 ご み ８月14日㊋
紙・プラ類 ８月９日㊍ ８月15日㊌ ８月23日㊍

ごみ収集日

休日当番医（9：00 ～17：00） 休日当番歯科医（9：00～12：00）
月 日 医療機関 電　話 月 日 医療機関 電　話

８ ５ おりそ内科循環器クリニック 22-2251 ８ ５ 渡辺歯科医院 23-2052

11 浄法寺診療所 38-2021 11 こしみず歯科クリニック 33-4618

12 松井内科医院 33-2201 12 菅原歯科クリニック 23-1180

19 菅整形外科皮膚科クリニック 23-7311 19 岩渕歯科医院 32-2238

26 川村医院 23-3252 26 ムカイダ歯科クリニック 46-4636

８月

  在職者訓練能力
開発セミナー開催

≪若手社員研修≫
■対象　入社２～４年目の人
■日時　９月12日（水）、９月13
日（木）　午前９時～午後４時
■定員　20人
≪Ｊｗ－ｃａｄ基礎≫
■対象　パソコンの基本的な操作
ができる人
■日時　９月27日（木）、９月28
日（金）　午前９時～午後４時
■定員　10人

■会場　県立二戸高等技術専門校
■費用　無料（テキスト代などの
実費負担あり）
■申し込み・問い合わせ　県立二
戸高等技術専門校（☎23-2227）

  英語が苦手な人の
おもてなし英会話

　英語の壁を吹き飛ばして、楽し
い英語での接客にチャレンジ。
■対象
　二戸地域で仕事を探している人
■日時
　８月27日（月）、８月28日（火）
　※両日午前９時～午後４時
■場所　
　１日目…トリコラボ
　２日目…御所野縄文博物館
■定員　10人
■費用　無料
■申し込み・問い合わせ　二戸地
域雇用創造協議会（☎26-8061）

  いまさら聞けない
ＳＮＳの基本と実践

　ＳＮＳの基本から活用方法を身
につけ、集客や収益向上について
学びませんか。
■対象
　二戸地域で仕事を探している人
■日時
　８月30日（木）、８月31日（金）
　※両日午前９時～午後４時
■場所　
　二戸地域職業訓練センター
■定員　20人
■費用　無料
■申し込み・問い合わせ　二戸地
域雇用創造協議会（☎26-8061）

≪ 納期のお知らせ ≫
村　県　民　税　第２期  
国民健康保険税　第２期
後期高齢保険料　第２期

８月31日（金）
までに納めましょう。
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編集後記
◆４・５㌻の職場体験の記事、ご覧
になりましたか？役場の職場体験に
来てくれた櫻庭君が、約４時間で取
材から編集まで体験し、４㌻の誌面
を作成しました。◆櫻庭君からのお
礼状を読ませてもらいました。その
中に、「職場体験の中で一番楽しかっ
たことは、広報作り体験です」と書
いてくれていて、とても嬉しかった
です。◆この言葉を糧に、私も頑
張っていきたいと思います。（前川）

人のうごき
（平成30 年7月1日現在）

●人　口　　５，８４３　人　  （－３）

　　男　　　 ２，８０９　人　  （＋２）

　　女　　　 ３，０３４　人  　（－５）

●世帯数　　２，１６５世帯　　（＋４）
　　　　　　　　（カッコ内は前月比）

　 転　 入　　　 １０　人  　（５１人）

　 転　 出　　　 　６　人  　（８９人）

　 出　 生　　 　　２　人  　（１１人）

　 死　 亡　　　 　９　人  　（５７人）
（カッコ内は１月からの累計）

  学校閉庁日
設定します

　村教育委員会では、お盆におけ
る学校閉庁日を設定することとし
ましたので、お知らせします。
■日時　
●お盆…８月13日（月）～８月
16日（木）
■問い合わせ　教育委員会教育総
務班（☎42-2111内線302）

  総合事務組合
採用試験を実施

　岩手県市町村総合事務組合職員
（大卒）採用試験を次の通り行いま
す。
■採用予定　１人
■職務内容　地方公務員としての
一般的な行政事務
■受験資格
①平成２年４月２日から平成９年
４月１日に生まれた人。
②平成９年４月２日以降に生まれ
た人で、大学卒業または平成31年
３月までに卒業見込みの人。
■一次試験　11月18日（日）
■申込受付期間
　９月18日（火）～10月29日（月）
※詳細は、本組合ホームページ
（http://www.sougoukumiai.morioka.
iwate.jp/）または岩手県市町村総合
事務組合まで問い合わせてくださ
い。
■問い合わせ　岩手県市町村総
合事務組合総務課（☎019-622-
6242）

  動物のふれあい
写真コンクール

　秋の動物愛護週間に先駆け、動
物ふれあい写真コンクールを開催
します。
■作品規格　四つ切り、Ａ４、額
入り（ひも付き）
■受付場所　グリーン動物病院ま
たは二戸保健福祉環境センター環
境衛生課
■応募締切　８月31日
■問い合わせ　二戸保健福祉環境
センター（☎23-9206）

  福祉アート展を
二戸で毎月開催

　二戸地域に住んでいて、障がい
のある人が制作した作品展を毎月
開催しています。
■日時　おおむね１～２カ月に１
回、10日間ほど
■場所　二戸地区合同庁舎　１階
県民ホール
■出展対象者　二戸地域に住んで
いて障がいのある人、福祉制度を
利用している人、その家族の人
■申し込み・問い合わせ
　二戸保健福祉環境センター福祉
課（☎23-9202内線229）



■
発
行
／
岩
手
県
九
戸
村　
■
編
集
／
総
務
企
画
課

〶
０
２
８-

６
５
０
２　

岩
手
県
九
戸
郡
九
戸
村
大
字
伊
保
内
第
10
地
割
11
番
地
６

電
話
番
号
／
０
１
９
５
（
４
２
）
２
１
１
１
㈹

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
／kunohe@

vill.kunohe.iw
ate.jp　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／http://w

w
w

.vill.kunohe.iw
ate.jp/

広
報
く
の
へ
平成25年
３月号
No.660

■
発
行
／
岩
手
県
九
戸
村　
■
編
集
／
総
務
企
画
課

〶
０
２
８-

６
５
０
２　

岩
手
県
九
戸
郡
九
戸
村
大
字
伊
保
内
第
10
地
割
11
番
地
６

電
話
番
号
／
０
１
９
５
（
４
２
）
２
１
１
１
㈹

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
／kunohe@

vill.kunohe.iw
ate.jp　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／http://w

w
w
.vill.kunohe.iw

ate.jp/

広
報
く
の
へ
平成30年
８月号
No.725

ホースを担いで走る第９分団の高島克己さん（右）と山本正明さん

　

７
月
１
日
に
一
戸
町
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
二
戸
地
区

支
部
消
防
操
法
競
技
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。当
村
と
一
戸
町
、二
戸
市
、

軽
米
町
で
勝
ち
抜
い
た
計
10
消
防

団
が
出
場
し
、
ポ
ン
プ
車
の
部
と

小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
競
技
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

県
大
会
を
目
指
す
べ
く
、
村
操

法
競
技
会
で
の
誇
り
を
胸
に
、
当

村
か
ら
は
ポ
ン
プ
車
の
部
で
２
分

団
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
９
分
団

と
14
分
団
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

変
わ
り
や
す
い
天
候
の
中
、
３

つ
の
分
団
は
二
戸
地
区
で
勝
ち
抜

い
た
７
つ
の
消
防
団
に
負
け
じ
と

二
戸
支
部
操
法
競
技
会

誇
り
を
胸
に

　
　
　
目
指
せ
県
大
会

16

第 14分団（写真右から指揮者・関畑友
ともあき
昭さん、３番員・千葉暢

のぶたけ
威さん、２番員・岩渕信

のぶき
毅さん、１番員・橋本祐

ゆうすけ
輔さん）

標的をめがけて放水する第２分団

強
固
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
披
露
す
る
第
14
分
団

競
技
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

当
村
の
３
つ
の
分
団
は
練
習

や
競
技
会
で
培
っ
た
、
迅
速

な
行
動
や
確
実
な
動
作
、
強

固
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
披
露

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
第

14
分
団
が
軽
米
町
の
分
団
に

７
点
差
の
93
点
と
圧
倒
的
な

差
を
つ
け
優
勝
。
県
大
会
へ

駒
を
進
め
ま
し
た
。
２
分
団

と
９
分
団
は
健
闘
し
ま
し
た

が
、
惜
し
く
も
県
大
会
へ
の

壁
を
破
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。


